
森為三先生の思い出

事集会長のi調l死去を神戸新聞で知り、非常に; 騰し、た「平
素より先生に敬服してし、る私にとっては、感慨無量で唯
々御冥福を一途に街l祈りした次第である O

去る 5 月武庫川女子大におL、て、兵庫県生物学会の総
会均樹催され、その) 市ヒ先生が御研究されてした城崎郡
呑住甘If鎧より発見された魚、の化石のカラースライトをお
渡ししたのが、先生と最後の別れとなった。本年早々よ
り先生は皇太子殿下に魚につしての御進講をされる御準
備に精進されており、そのひまをみて魚の化石につし、て
の色々な質問をされ、またアメリカに化石の論文を注文
されるなど、実に御熱心な御研究心には心から敬意を表
してL 、たむ
国立公閣候補地山陰海岸の学術調査か、財団法人日本
自然保護協会の方々でこの夏実施されることになり、 7
月11日に大阪におレてその打合せ会が開カ} れたっその席
で先生と私か動物班としてあげられ、先生もお元気で調
査に参加してしただくよう願って，，t，:.が、ちょうど先生
は去る 5 月未カ aら赤血球に呉変を感じられ、航路の日赤
!i句院で診断の結: 果、赤 [Ul球が半減し極度の貧血とのこと
で入院、 Lばらく静養され、三週間ぶりに退院、その後
通院などでお暮 L の様子であったので、内心心配してL、
た 当日も先生は御↑1¥席なく、大阪11然博物館長筒井嘉
隆先生泊、森博士は御柄気であるので、調1 ' i : には参加lで
きなL 、カ aも知れなL 、庁、 [L[本忍に調査してもらい、その
報告と手持女献で報告書を作るから一応調査委員は京諾
したとのことであった u).しその後、 1週間後には不
辛にも御他界されたわけで、最後の調査計画tニ先生と一
緒ιなつみ: 三とは不思議な御縁と思ってし、る。その後、
調査は筒井博士と私で動物班の仕事を、先生の商影をえ
がきながら呆L たc

但馬におし、て先生i:'::'(; t 色々生物学会やら、例人的に御
指導御鞭縫をL、ただしたが、特に本年 5 月 3 目、養父郡
八鹿町石原真言宗日光院に県立自然公園但馬山岳妙見山
資料館が完成 L 、そのなかに豊岡高校生物部が過去 5年
じわたって採集整理をした生物標本を奉納した。開館の
当日、来賓の先生には幾多貴重な御高見を御挨拶のなか
にいただき、長時間我々後輩の為にお話願ったことは、
非常に有難く思っている一卒にもテープにとって残しで
あるので、資料館をたずねた際、日光院住職森田裕親氏
とともに、テープをカ iけては先生をしのんでし、る。この

る
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|日j夜先生と資料館を設: けされた県土木部主査伊達制Mtよむ
と住!被の 4 人でなごやカ iに夕食をとり、色々な博物liii経
営のお話をお作; j， • L たことも非常になっカ沿 L く、数々の
お教えをこれから生カ為して、ミの博物館を発展させて行
き、先生の御指導を十分生カ、してしきたL と考えてL 、る。
翌朝先生は開館式前は、日光院の西方 600111怒った所に
ある玉が| 峰展望台に78才の御高齢でお元気に主主られ、西
方はるカる妙見山、または蘇武岳を望まれ、ふりかえって東
方丹波丹後境の床尾山などの{ 日馬の山々を展望された。
これか但馬で先生の最後の登山であったと忠弘ここは
小鳥が多方通ったので、先生はこの付近を小鳥の戸をきく
場所に最適であると、しばしば立ちj卜今って開L 、ておられ、
観光開発につし、ての色々の御意見ももらされたっこの高
い展望台にお元気で授られたことに一同感嘆した次第で
あるの
開館式は先生の御挨拶が一番見事であり、祝賀会も先

生を中心に進められたp 話題は先生の御挨拶中の数々の
御言葉が、列席の方々カ aらもれてし、たに当日は先生の街l
人絡す? に御見識の高さに、皆感じ入って， .た 日光院の
前庭でお別れした時のお姿カ 6今なお円じ見えるようであ
るf

昭和27年 8 月 9 日より 11日まで、兵庫県生物学会の採
集会カ1妙見[LI敢に氷ノ ILIにおL て実施せられ、約80名カ i

八鹿駅よりパスで八鹿田J . I.{f色まで行き、それから徒歩で
妙見越えをして、夕方おそく村 1M]町倒阿に着， . たか、こ

に係集を実悩せられ、御指導されなカ aら進まれたお姿は
実に尊く感じて L るo 1000111以上の !l[を: っ徒歩で採集
行されたことに対L て、今更ながら敬意を表 L ている。
また先生は美方郡浜坂町居租の，[ ，t取県境の一本松や、美
方郡温泉町竹田泰雲寺大シダレザクラ、温泉町丹士のマ
メシジミ、城崎郡竹野町中村の大ザクラ、雲方郡村岡町
瀞川山東麓麓完塚の大カツラ空襲岡市周辺や八鹿町に生息
してL 、る特別天然記念物のコウノトリなとの天然記念物
の調査と、昭和31年 5 月27日28日、約 400名の会員が集
合した城崎での兵庫県生物学会の第10同総会をはじめ、
但馬支部の会合やEht海実習tこは豊岡、香住、諸寄なとに
お出かけ下され、会員を親 L < 御指導ドきった事; 二対し、
重ねて感謝の誠をささげつつ簡単ながら思L 、11¥の記と
致L今ここに諌んで御安街を心ヵ、ら御祈り致す次第であ
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